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第９号    202３年８月号（８月 15 日発行） 

見付天神裸祭保存会（会長 中山正典） 

 「新型コロナ」が、ウイルスの５類相当の位置付けに移行して３ヶ月。決して
ウイルスが消滅したわけではなく、今もなお、その感染による体調不良や後遺症
に苦しむ人がいるわけですが、それでもようやく私たちは、自分たちの本来の日
常を取り戻しつつあります。各地で祭りやイベントが再開され、観光地には外国
人も含めて客足が戻りつつあると聞き及びます。しかしながら、突然の復活に各
地では、人手不足から観光客を以前と同様にもてなせないと、かつての７割程度
で運営する旅館もあるとか。しばらく混乱は続きそうです。しかし、全国各地で
開かれている祭りやイベントに参加する人々の笑顔や楽しそうな雰囲気を見聞
きするにつれ、やはり人間というものは、永遠には一人ひっそりと籠ることがで
きない動物なのだ、他者との触れ合いがあって初めて人間らしい生き方ができる
のだと実感しているところです。 
 まだ油断できないところではありますが、ここ見付でも、今年はようやく本来
の祭りの姿を取り戻すことができそうです。御大祭の１週間前の日曜日、元宮天
神社での例祭（祭事始）が行われたその夜、神職、先供、氏子らがあの暗闇を「オ
シっ、オシっ」と「韋駄天走り」で駆け抜ける御斯葉下ろし（オミシマサマ）の
神事により、無事に 13箇所 15本の門榊を立てれば、いよいよ祭りの始まりを強
く実感するに違いありません。右の絵は、キリスト教メソジスト派牧師であった
山中共古が、明治 38年(1905)から明治 40年(1907)にかけて見付で布教活動を行 
っていた時期に執筆した見聞録『見付次第』に掲載された門榊です。今の門榊とほぼ変わらぬその姿に驚
がくするとともに、少なくとも 100 年以上も守り伝えられているこうした地域の伝統は、やはり地域の魅
力として、将来を担う子供たちにしっかりと伝えていきたいものだと改めて強く感じます。 

 

◆「⽮奈⽐賣さまへのおもてなし」お祭り広場が復活します！ 
 
 
 

〇コロナ禍を乗り越えて伝える 我らがまちの誇りと伝統 

後藤総一郎監修・遠州常民文化談話会編『見付

次第／共古日録抄(2000 年、パピルス)19 頁 

山中共古が描いた門榊 

御大祭二日目活性化事業 

 御大祭二日目活性化事業「矢奈比賣さまへのおもてなし」に
つきましても、関係者及び有志の皆様のご尽力によって復活、
淡海国玉神社（総社）境内にて開催する運びとなりました。当
日は、飲食や手作り小物、ヨーヨー釣りや射的などの様々な出
店が予定されています。また有志祭組による屋台引き回しやお
囃子の演奏もあり、来場者と一緒になって「しっぺい音頭」を
楽しむ場が設けられる予定です。皆様お誘い合わせの上お越し
ください。 
 
日 時：令和５年９月 24日（日）10:00～15:00 
場 所：淡海国玉神社 境内（旧見付学校のおく） 
駐車場：見付観光駐車場（磐田北小学校西側） 
駐輪場：旧見付学校駐車場 
※領収印のある裸祭協賛金袋は50円券としてお使いいただけます。 
※引き続き14:00～総社本殿祭・浦安の舞奉納があります。どうぞご
見学ください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇今後の予定   
 
 ８月２６日（土）１９：００～ 全体会議（ワークピア磐田） 
９月１４日（木）１３：３０～ すがりの藁づくり（城山中学
校） 

９月１７日（日）祭事始・御斯葉下ろし（オミシマサマ） 
９月２０日（水）浜垢離 
９月２２日（金）御池の清祓 
９月２３日（土）【御大祭１日目】例祭・裸祭（宵祭） 
９月２４日（日）【御大祭２日目】還御 

各⼾消灯・消⾳のお願い 
 伝統ある神事の挙行に際し、次のとおり旧東海道(見付本通
り)周辺の各戸消灯・消音をお願いします。 
御斯葉おろし：９月１７日（日）22：00 煙火１発から 約 35 分間 
※矢奈比賣様がお通りになる道沿いの病魔や悪事を祓い、見付宿を清

浄な空間にするため、辻々に御先供が門榊を立て、神職が祝詞を奏

上します。 

神輿出御：９月２４日（日）0：30 頃出御の煙火２発目から着御の煙火１発ま
で 約 15 分間※台風等で煙火が上がらないときは、一番触にて消灯願います。 

※暗闇と静寂によって清められた空間を維持することで、矢奈比賣様

が旧東海道を伝って総社におわたりになります。 

◆「しっぺいスタンプラリー」を実施します。 
  裸祭の御大祭２日間中（土日）にあわせて、実行部長の発案により
「しっぺいスタンプラリー」を開催することとなりました。参加する
親子が、宵祭の練りに参加する見付 28 町の各祭組会所を回ってスタ
ンプを集めることで、祭りを身近に感じてもらい、今後の更なる活性
化に繋げることを意図したものです。以下の要領で実施しますので、
幼児・小学生・中学生とその保護者の方におかれましては、ぜひこの
機会にご参加ください。各町の祭典関係者におかれましては何とぞよ
ろしくご協力をお願いします。 
 
Ø 令和５年９月23・24日（土日）に開催 ※下表参照 
Ø 矢奈比賣神社（見付天神）社務所、見付交流センター、大橋酒店（宿町）

のいずれかでスタンプ台紙をもらいます。（17日(日)から配布開始。） 
Ø しっぺいの「のぼり」を目印に、見付天神、総社、各町会所の計30ヶ所のスタンプを集めます。 
Ø スタンプ15個以上でしっぺいぬいぐるみ、少数のスタンプでもステッカーを景品（先着順）としてプレゼン

ト。 
Ø スタンプ集めはどなたでも参加できますが、景品は中学生以下のお子さんに限ります。 
Ø 景品の配布は、９月24日(日)16時～20時まで、見付天神つつじ館で行います。 
Ø 小さなお子さんは、保護者の方が一緒にまわっていただき、交通ルールを守って安全にお願いします。 
 


